






























































































が一生懸命に介抱してくれて、翌朝になって医者が来るまで うにか持ちこたえることができ 。シャロン嬢は、 外科病室にあって、 夜間に簡易便器の用意をするなど、 患者 世話をしている活発で魅力的な女性である。主人公はこの女性の明るさと慰めの言葉によって、心が絶望の闇に閉ざされることを免れえたのであっ
　
さて、自分自身および自分に直接関わる右のような状況の次に目が向けられるのは、他の患者の様子や病院




























































































































































































































院関係者に向けられることになる。フランス人や中国人の友人たちが絶えず見舞いに訪れた『同情』の主人公の視線が、自分と自分の病床 いう比較的狭い範囲に限定されてい のに対して、 『第四病室』の主人公 視線は自分の病床の外側にいる他の入院患者や彼らに関わる医師や看護婦、小使といった人びとの動静に向けられている である。
　
先述したように、 『第四病室』は巴金とは別人の陸懐民の日記を出版したものという、 『狂人日記』と同じス

















































『同情』の主人公は、ジノー夫妻やシモン夫妻、ロンシャールといった人びとから思いやりや慈しみ、見返りを求めない善意を受けて、 「フランス平民の真の精神を感得することができた」 。 『同情』の序文に中国で何年探しても得られなかったと記した「同情」をパリの地でついに探し当てたの ある。
　
これによって主人公はひとまわり成長した。段従学はこれを新たに生まれ変わったのだと述べている。退院







































法を、 『第四病室』では、先述 よう 、陸懐民の日記を受け取った巴金がこれを公刊する いう方法を用いている。巴金は魯迅の『故郷』や『狂人日記』 手法に学んで その語りを用いてみた だろうと思われる。
　
しかし、一人称の語りを用いても、巴金は作品の寓意のあるところ、すなわち政治の無能や戦局の悪化、そ
































巴金の語りは李劼人と異なる。 『滅亡』 や 『家』 以来、 一貫して採用してきた三人称の語りを、 一九四四年の 『憩


































































































































































































一種被忽略的現代性体験』 （ 『当代文壇』二〇一一年五月、五三～五七頁） 。
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Discourse Lying on the Sickbed:
Distinction of  Style between Li Jieren and Ba Jin
Hiroshi NAKA
Abstract
　 Li Jieren （李劼人） and Ba Jin （巴金） are famous writers from Sichuan （四
川） province in modern China.  Li Jieren wrote a novel in the form of  diary on 
the sickbed from his own experience in 1923.  And Ba Jin also wrote a novel in 
the form of  diary on the sickbed from his own experience in 1945.  Although Li 
JIeren and Ba Jin wrote their novels in the first person, their style of  discourse 
differ widely from each other.  The story teller in “Tongqing （同情） ” has much 
interest in himself  and the people, especially French people around him, such as 
his landlord and landlady.  On the other hand, the story teller in “Di si bingshi 
（第四病室） ” has a great interest in medical workers in the hospital, such as 
doctors, nurses and laborers.  Li Jieren observed the French people and tried to 
comprehend their national character.  Therefore, he told their refinement and 
compassion for him here and there.  Li Jieren is more eloquent than Ba Jin.  Ba 
Jin described mainly about the poverty in the hospital and intended to reveal the 
problems of  the government at that time.
